
第３号議案　　令和５年度　事業計画報告の件

１．基 本 方 針

当協会も人数制限や実施方法などのコロナ環境を考慮した事業を展開してゆく必要がある。

多々見受けられるため、実施に関する情報提供などによる支援を実施する。

ポスターや業界広報紙等を通して広くアピールする活動を計画する。

と全賛助会員のご支援の元、一致団結して推進することを基本方針とします。

２. 重 点 事 業

（１） 生産、流通及び利用消費に関する事業

（２） 業界意見の行政機関、公共団体、関係団体に建議及び具申

（３） 性能評価認定制度の業務対応と推進

（４） 労働安全衛生法に基づく技能講習、特別教育の実施

（５） ＪＩＳ規格、ＷＥＳ規格に基づく溶接技能者評価試験の受託業務

（６） 講習会、研修会、競技会等の企画及び実施　

（７） 品質に関する施策の研究及び推進

（８） 労働災害の撲滅に関する安全管理の推進

（９） 認定職業訓練事業の企画及び実施

（10） 福利厚生事業の推進

（11） 鋼構造物工事に関する各種共同事業の推進

３．実施事業（継続事業）

（１） ＪＩＳ規格、日本溶接協会規格に基づく溶接技能試験(資格付与)に関する事業

(一社)日本溶接協会規格に基づく溶接技能者評価試験に係る受託事業を実施する。
○ e-Weldによる申請受付、学科試験、実技試験を実施する。資格証の付与。
○ 試験は、１月と８月を除き毎月ポリテクセンター山梨の会場を借用して実施する。

● 溶接安全委員会が担当する。

○

するための学科講習を８月（被覆アーク溶接）と１月（半自動溶接）に実施を計画する。
● 教育技術委員会が担当する。

の安全衛生教育は工業系のみならず普通科の高校生にもすそ野を広げ多くの学生に対して講習を

行っており学生との接点は多いものの、会員企業や当業界に入社する生徒は少ない。学生や一般

の方等に対しアンケートを実施して「どうすれば業界に入ってもらえるのか」「人材を確保し定着化

その他、若年人材・認定職業訓練、溶接他の資格取得・更新、工場認定の支援など、令和５年度

なくなり交流に関しては全くコミュニケーションが取れない状況となった。３年間の慣れの打破とWith

コロナを提唱する行政改革への移行で、かつてのような活気のある事業の実施を望む声は多く、

当協会は平成２０年１０月、「溶接協会山梨支部」と「鉄構協会」が合併し、「山梨県鉄構溶接

業界発展のためには必要不可欠な若年者・若手技術者・技能者の育成として、ガス・アーク溶接

令 和 ５ 年 度　事 業 計 画
（ 令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日　～　令 和 ６ 年 ３ 月 ３１ 日 ）
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この事業は、溶接構造物を一般社会に提供し、社会基盤の整備に必要不可欠である

高品質製品を製作･提供し、国民財産を将来に渡って保障するために発注者からの溶接

施工等に関する仕様書などで要求される溶接品質を確保することを目的に、日本産業規格、

定期の溶接評価試験で実施する新規受験者の軽減措置のため、学科認証資格を事前に取得

させるためには何が必要なのか」を模索し、イメージアップや改善実施内容を広報する手段として

も理事会を中心に溶接安全・教育技術・経営近代化・青年部会を通し、各支部会に所属する全会員

協会」に改称してから今年度は１５年目となる。この間「鉄構組合」を吸収し、更に公益法人制度

改革による一般社団法人へと移行するなどコロナ禍も含め多くの変遷があり、本年度記憶財産

として１５周年記念誌の発行と式典を計画する。また令和４年度から改正された特定化学物質障害

予防規則（特化則）により健康障害防止対策は一定の目途はついたものの、改善途中の工場は

この３年間、新型コロナウイルスによる影響は今まで何気なく実施してきた対面での事業が出来



（２） 鉄構・溶接技術、技能の競技大会に関する事業

溶接材料の進歩と共に、優秀な溶接技能を有する人々の技量が大きな役割を果たしている。

表彰する事により、県内における溶接技術の向上に資する役割を図る。

するとともに、「安全第一」であることも必要な教育として指導する。

○ 山梨県溶接技術競技大会

知事賞が贈られ、全国溶接技術競技会へ出場する県代表として推薦する。

○ 山梨県高等学校溶接競技会、関東甲信越高校生溶接コンクール、全国ものづくりコンテスト

優秀な成績を収めた生徒は東部地区の代表として全国ものづくりコンテストに推薦される。

○ 溶接インストラクター、マイスター・熟練講師による、技術向上のための溶接実技研修会

と共に、溶接への理解を深めて頂くことで高校内部からの活性化を図る。

中に溶接ＪＩＳ検定の受験意識を増大させ、自発的に資格を取得する意欲を高めてもらう。
● 溶接安全委員会が担当する。

（３） 鉄構・溶接工業の品質管理及び安全管理に関する事業

管理体制の確立を支援し、安心で安全な業務環境下での工場生産活動を推進する。

　 また良品質の溶接構造物を社会に提供するため、製造工場毎に品質管理体制を強化する。

改善指導により事故及び災害の未然防止に寄与する。

○ 技術・品質に関するパトロール

体制など特筆する業務を会員企業に紹介し、業界全体としてのレベルアップを図る。
● 教育技術委員会が担当する。

○ 安全点検パトロール

ための活動を行い、業界全体の安全意識のレベルアップを目指す。
○ 安全標語の募集による意識改革で、企業における安全衛生管理体制の確立を支援する。
○ 労働災害防止活動の推進

　 労働災害情報の定期発信と、協会内で発生した労働災害の類似災害撲滅活動を図る。
● 溶接安全委員会が担当する。

工業系高校の教員を対象にした溶接実技研修会を実施し、教員の溶接技量を向上させる

られる今日、溶接品質は溶接従事者の技術依存が高く、溶接技術の向上には優秀な機器・

競技種目は、被覆アーク溶接の部、炭酸ガスアーク溶接の部の２部門で薄板･中板に

そこで、更なる技術向上の機会を提供すると共に溶接技術の普及を図るため、県内の

溶接コンクールに県代表として推薦する。このコンクールでは「Ｎ－２Ｆ」で競技を行い、ここで

また、工業系高校生を主体に「山梨県高等学校溶接競技大会」を開催し、物づくりの基盤

として重要な技術である溶接は建造物の強度に関わる根幹的な地位を占めていることを勉強

溶接技能者を一同に会して「山梨県溶接技術競技大会」を開催し、その技術や技量を評価し

県内の各高等学校から推薦された高校生による被覆アーク溶接「Ａ-2Ｆ」で技術を競い、

優勝者には山梨県教育長賞が贈られ、３年生を除く上位２名が翌年開催の関東甲信越高校生

ついて所定の課題を溶接で仕上げる競技内容である。また各部門の優勝者には山梨県

また高校生への溶接技術指導者として競技大会でのレベルアップを図るとともに、高校在学

悪条件下での作業や機械・設備不良、作業方法の不備及び保護具の未着用など、

鉄構・溶接工場は、重量物を移動させるためのクレーン作業、玉掛作業、高温･高熱による

溶接作業など、これら悪条件下での工場作業員の業務は労働災害防止による従業員の
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実施方法はチェックシートによる同業者の厳しい目線での品質及び安全点検を行い、指摘と

安全衛生を確保することが業界団体としての最重要課題であり、各社における安全衛生

溶接安全委員会による巡回パトロールを実施し、労働災害や職業病の発生を防止させる

巡回パトロールの実施により、施工現場における加工や溶接、組立などの製造品質・管理

なお、この事業は業界内部の委員による品質及び安全点検パトロールを実施し、その

極めて大きな貢献をしていることは周知の通りであり、競争力の高い製品や技術が求め

この事業は、近年溶接技術や技能が飛躍的に向上している中で、あらゆる工業分野に



４．その他の重要な事業

（１） 鉄構・溶接技術、技能に係る講習会に関する事業

就労支援や新入社員に対し業界に関する総合的な教育支援を行う。
○ 工場内での安全作業を習得するため、労働安全衛生法に基づく各種安全講習会を行う。

従事者特別教育の実施と、国交省の認定工場資格取得のための講習会を計画する。

玉掛技能講習、床上操作・移動式クレーン技能講習、 等専門講習機関への斡旋
○ 工場内での技術・品質向上を確保するために必要な資格の取得支援を行う。

鉄骨製作管理技術者、溶接管理技術者、超音波探傷検査技術者 等
○ 認定職業訓練補助金事業による各種技術、技能者養成講習会の開催
○ 安全に関するリスクアセスメントの勉強と普及
○ ガス溶接作業主任者資格取得のための受験準備講習会の実施

● 教育技術委員会が担当する。

（２） 鉄構・溶接工業の生産、流通、品質に関する調査事業

工業協会との情報交換を行い、全国規模での情報収集により経営・労務の改善に寄与する。
○ 会員に対し業況調査を毎月実施し会員の生産する鉄骨工事量の把握を行う。

の把握、工場稼働率確保のための工事受注斡旋　等
○ 官公庁鉄骨工事の地元受注に向けて関東支部運営委員会を通してのテーマ物件制度の推進

● 経営近代化委員会が担当する。

（３）－１．会員が行う共益事業、共同受注及び斡旋事業、共同検査事業
○

管理シートとのリンク化による利益率の確認と収益の確保を図る。
○ 官公庁鉄骨工事の地元受注を目指したテーマ物件制度の推進
○ 会員の需要する資材及び副資材の共同購買事業の推進

（３）－２．賛助会員との連携による塗料、溶接ワイヤー、ブレース・ピース、燃料、消耗品の共同購買
○ 鋼構造物及び製造設備の共同検査に関する事業
○ 鉄骨溶接部の超音波探傷検査による共同検査、工場内の床上操作式クレーンの共同点検

● 経営近代化委員会が担当する。

（３）－３．体験会を通して賛助会員との連携を図る。（高校生の参加意欲向上と技術の魅力度の発信）
● 教育技術委員会が担当する。

５．委員会事業

（１） 経営近代化委員会　　

　 (一社)全国鐵構工業協会、関東支部会・事業委員会等との連携と協調により事業を推進する。

①
○ 原価意識の高揚と徹底、適正価格受注、情報の共有化、共同受注を推進
○ 行政、ゼネコン、施主等への陳情活動

② 共同購買事業の健全化とクレーン定期点検の実施

特に会員・賛助会員の連携強化を図り、相互利益関係を樹立させる。

③ 関東支部運営委員会への参加による情報交換

④ アーク溶接作業場の必要な設備・作業改善等の提案と共同購入

⑤ 会員・賛助会員の親睦を目的とした事業（研修旅行、親睦ゴルフ）

鉄骨工事の見積に関する共同積算システムを利用した共同積算事業の推進、並びに原価

ガス溶接技能講習、アーク溶接特別教育、５ｔ未満のクレーン運転特別教育、粉じん作業

鉄骨工事見積物件届出制度の推進、受注物件報告による会員企業の鉄骨生産実績トン数

適正品質の鋼構造物を社会に提供するための元請下請間の契約取引関係の適正化
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会員に対する業況調査を通年実施し、県内で加工する鉄骨工事量を把握することで、

この事業は、鋼構造物の製作に必要な技術者及び製作工場の安全作業に必要な専門的

知識、技能等について専門講師による講習を実施し、業務に必要な安全性を確保する

ための教育や信頼性の維持向上を図るための人材育成を図り、勤労意欲のある者に対する

会員企業の仕事量の平準化に貢献すると共に、山梨県中小企業団体中央会、全国鐵構



（２） 教育技術委員会

連携と協調により事業を推進する。

① 鉄骨技術、溶接技術に関する技術の研究及び研鑽。
○ 鉄骨製作、溶接に関する専門知識の向上を目的とした講習会
○ 溶接技術に関する知識の普及啓発

② 性能評価大臣認定取得に向けた技術・品質サポート制度の活用。
○ 性能評価認定の取得に向けた説明会、勉強会の開催
○ 鉄骨製作工場毎の基準マニュアル改定の支援
○ 認定の更新、新規取得、グレード昇格の支援

③ 製品品質向上のための技術の研鑽及び事業所間の連携強化。

④ 溶接評価ＪＩＳ検定、新規受験者の為の学科講習の実施と「学科認証」取得の推進

⑤ 新入社員教育による社会人としての導入カリキュラムの計画と実施

（３） 溶接安全委員会　　　

との連携と協調により事業を推進する。

① 溶接ヒュームが特定化学物質として新たに指定されたことによる必要な措置を計画する。

② 労災防止活動としての山梨県労働災害防止団体等連絡協議会との協調。
○ 山梨県産業安全衛生大会への協賛と参加、会議への出席による情報交換

③ 東部地区溶接協会連絡会への参加による情報の収集及び提供。
○ 東部地区の各県持ち回りで、溶接技術向上のための情報交換と資料の収集を行う。

④

溶接競技大会等の溶接実技指導を通し県内工業系高校生と企業との接点を増やす。

⑤ 安全に関する教育資料の作成

６．事務局業務

（１） 予算管理及び財産管理、総会・新年会の企画及び運営を行う。
○ 毎月の収支試算表・決算処理のチェックと予算案の作成
○ 社員総会、新年会の企画及び運営

（２） 公官署、関連団体との協調による情報収集及び提供とＰＲ活動並びに研究開発を推進する。
○

企業団体中央会との連携協調
○

事業委員会・共済推進会議、全国鉄骨評価機構 などとの連携協調
○ 山梨県労働災害防止団体等連絡協議会、山梨県建築設計関係団体との連携協調
○ 特定化学物質に指定された溶接ヒュームに必要な施策や会員への支援を計画
○ ホームページ掲載内容の充実

（３） 溶接ＪＩＳ検定試験申し込み・サーベイランス更新のWEB（e-Weld）化による指導・支援

（４） 労働局助成事業を活用した、協会会員企業の人材育成の計画的推進
○ 新入社員・若年人材に対する集合ＯＦＦ-ＪＴ教育の立案と実施

（５） 事業所従業員の健康保持のための健康診断の実施。
○ 集団健診・じん肺・特定化学物質（Ｍｎ）検査を山梨病院健康管理センターで計画する。

（６） 委員会に関する業務並びにその他の事務局業務の実施。
○ 経営近代化、教育技術、溶接安全の３委員会に関する業務、WEB会議の活用・推進
○ その他事務局に関する業務

（７） １５周年記念式典実行委員会の計画
○ 記念誌の作成支援、式典の企画・運営の実施、予算案の策定を行う。

（８） （若年）人材の確保・定着化のためのポスター、業界誌を作成する。

（９） 職場環境、業界（高年齢化、働き方改革）に関する改善施策を検討する。
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山梨県、山梨労働局、山梨県産業技術センター、ポリテクセンター山梨、山梨県中小

日本溶接協会、東部地区溶接協会連絡会、全国鐵構工業協会、関東支部会、関東支部

協会のイメージアップを図り、将来的に当業界への就職希望者の増加を目的として、

山梨県産業技術センター、㈱全国鉄骨評価機構、山梨県・山梨県産業技術短期大学校との

(一社)日本溶接協会、山梨労働局、山梨県産業技術センター、山梨職業訓練支援センター


